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【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年3月6日(2019.3.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
【化１】

［式中、
　Ｒ１およびＲ２は、同一であるかまたは異なっており、互いに独立してエチル、ブチル
、ヘキシルおよび／またはオクチルを意味し、ＭはＭｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ、ＳＮ、Ｇｅ
、Ｔｉ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｓｒ、Ｍｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋおよび／またはプ
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ロトン化窒素塩基を意味し、ただし、Ｒ１およびＲ２は同時にエチルではないことを条件
とする］
のジアルキルホスフィン酸塩であるか；および／または前記添加物はスルフェート、ホス
フェート、ホスホネート、ニトレート、クロリド、スルファイトおよび／またはアセテー
トであり、上記スルフェート、ホスフェート、ホスホネート、ニトレート、クロリド、ス
ルファイトおよび／またはアセテートは、アルカリ金属の、アルカリ土類金属の、第３主
族の、周期表の亜族のおよび／またはプロトン化窒素塩基のカチオンを有する化合物であ
る。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２２】

【表１２】

　なお、本願は、特許請求の範囲に記載の発明に関するものであるが、他の態様として以
下も包含し得る。
１．１～９９重量％の成分Ａおよび１～９９重量％の成分Ｂを含有するハロゲン不含の難
燃剤混合物であって、成分Ａが８５～９９．９９５重量％の金属Ｍｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ
、ＳＮ、Ｇｅ、Ｔｉ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｓｒ、Ｍｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋおよ
び／またはプロトン化窒素塩基の固体のジエチルホスフィン酸塩、および０．００５～１
５重量％の不燃性添加物を含み、成分Ｂがアルミニウムホスファイトである、ハロゲン不
含難燃剤混合物。
２．２０～８０重量％の成分Ａおよび２０～８０重量％の成分Ｂを含有する、上記１に記
載のハロゲン不含難燃剤混合物。
３．成分Ａが９２～９９．９重量％のアルミニウムジエチルホスフィン酸塩および０．５
～８重量％の不燃性添加物を含有することを特徴とする、上記１または２に記載のハロゲ
ン不含難燃剤混合物。
４．前記添加物が、式（ＩＶ）

【化２】

［式中、
　Ｒ１およびＲ２は、同一であるかまたは異なっており、互いに独立してエチル、ブチル
、ヘキシルおよび／またはオクチルを意味し、ＭはＭｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ、ＳＮ、Ｇｅ
、Ｔｉ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｓｒ、Ｍｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋおよび／またはプ
ロトン化窒素塩基を意味し、ただし、Ｒ１およびＲ２は同時にエチルではない］
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のジアルキルホスフィン酸塩であるか；および／または前記添加物がスルフェート、ホス
フェート、ホスホネート、ニトレート、クロリド、スルファイトおよび／またはアセテー
トであり、上記スルフェート、ホスフェート、ホスホネート、ニトレート、クロリド、ス
ルファイトおよび／またはアセテートは、アルカリ金属の、アルカリ土類金属の、第３主
族の、周期表の亜族のおよび／またはプロトン化窒素塩基のカチオンを有する化合物であ
ることを特徴とする、上記１～３のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
５．式（ＩＶ）のジアルキルホスフィン酸塩が、エチル－ブチルホスフィン酸塩、ブチル
－ブチルホスフィン酸塩、エチル－ヘキシルホスフィン酸塩、ブチル－ヘキシルホスフィ
ン酸塩および／またはヘキシル－ヘキシルホスフィン酸塩であることを特徴とする、上記
１～４のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
６．前記のスルフェートが、硫酸ナトリウム、硫酸ナトリウムアルミニウム、明礬石、硫
酸アルミニウム、硫酸カルシウム、硫酸セリウム、硫酸鉄、硫酸水素カリウム、硫酸カリ
ウム、硫酸マグネシウム、硫酸マンガン、硫酸モノリチウム、硫酸チタン、硫酸亜鉛、硫
酸スズ、硫酸ジルコニウムおよび／またはそれらの水和物であることを特徴とする、上記
１～４のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
７．前記ホスフェートが、リン酸アルミニウム、リン酸水素アルミニウム、リン酸塩化ア
ルミニウム、リン酸水素カルシウム、リン酸カルシウムマグネシウム、リン酸塩化カルシ
ウム、リン酸カルシウムアルミニウム、カルシウムカーボネートホスフェート、リン酸カ
ルシウム、リン酸セリウム、リン酸水素セリウム、リン酸リチウム、リン酸水素リチウム
、リン酸マグネシウム、リン酸水素マグネシウム、リン酸カリウム、リン酸カリウムアル
ミニウム、リン酸水素カリウム、リン酸水素ナトリウム、リン酸ナトリウム水和物、リン
酸ナトリウムアルミニウムおよび／またはそれらの水和物であることを特徴とする、上記
１～４のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
８．前記ホスホネートが、モノ－（Ｃ１－１８－アルキル）－ホスホネート、モノ－（Ｃ

６－Ｃ１０－アリール）－ホスホネートおよび／またはモノ－（Ｃ１－１８－アラルキル
）－ホスホネートであり；前記ニトレートが、硝酸アルミニウム、硝酸カルシウム、硝酸
セリウム、硝酸鉄、硝酸カリウム、硝酸リチウム、硝酸マグネシウム、硝酸マンガン、硝
酸ナトリウム、硝酸チタン、硝酸亜鉛、硝酸スズおよび／または硝酸ジルコニウムおよび
／またはそれらの水和物であり；前記アセテートが、酢酸アルミニウム、酢酸カルシウム
、酢酸セリウム、酢酸鉄、酢酸リチウム、酢酸カリウム、酢酸ナトリウム、酢酸マグネシ
ウム、酢酸マンガン、酢酸チタン、酢酸亜鉛、酢酸スズ、酢酸ジルコニウム、酢酸塩化ア
ルミニウム、酢酸塩化水素アルミニウム（Ａｌｕｍｉｎｉｕｍｈｙｄｒｏｇｅｎｃｈｌｏ
ｒｉｄａｃｅｔａｔ）および／またはそれらの水和物であり；そして前記スルファイトが
、亜硫酸カリウム、亜硫酸水素カリウム、メタ重亜硫酸カリウム、亜硫酸ナトリウム、メ
タ重亜硫酸ナトリウム、亜硫酸水素ナトリウム、亜硫酸アンモニウムおよび／またはそれ
らの水和物であることを特徴とする、上記１～４のいずれか１つに記載のハロゲン不含難
燃剤混合物。
９．前記クロリドが、塩化アルミニウム、カルシウムアセテートクロリド、塩化カルシウ
ム、塩化鉄、塩化鉄マグネシウム、塩化鉄マンガン、塩化鉄亜鉛、塩化リチウム、塩化マ
グネシウム、塩化チタン、塩化酸化チタン、塩化亜鉛、塩化亜鉛アルミニウム、塩化酸化
亜鉛、塩化スズ、塩化ジルコニル、水酸化塩化アルミニウム、水酸化塩化カルシウム、水
酸化塩化鉄、水酸化塩化リチウム、水酸化塩化マグネシウム、水酸化塩化マグネシウム、
水酸化塩化亜鉛、水酸化塩化スズ、塩化マンガン、塩化カリウム、塩化カリウムアルミニ
ウムおよび／またはそれらの水和物であることを特徴とする、上記１～４のいずれか１つ
に記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
１０．上記アルミニウムホスファイトは、式（Ｉ）、（ＩＩ）および／または（ＩＩＩ）
　　　　　　　　　Ａｌ２（ＨＰＯ３）３×（Ｈ２Ｏ）ｑ　　（Ｉ）
［式中、ｑは０～４である］、
　　　Ａｌ２．００Ｍｚ（ＨＰＯ３）ｙ（ＯＨ）ｖ×（Ｈ２Ｏ）ｗ　　　（ＩＩ）
［式中、
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　Ｍはアルカリ金属イオンであり、
　ｚは０．０１～１．５であり、
　ｙは２．６３～３．５であり、
　ｖは０～２であり、そして
　ｗは０～４を意味する］、
　　Ａｌ２．００（ＨＰＯ３）ｕ（Ｈ２ＰＯ３）ｔ×（Ｈ２Ｏ）ｓ　　　（ＩＩＩ）
［式中、
　ｕは２～２．９９であり、
　ｔは２～０．０１であり、そして
　ｓは０～４を意味する］
のもの、および／または式（Ｉ）のアルミニウムホスファイトと難溶性アルミニウム塩お
よび窒素不含異種イオン（Ｆｒｅｍｄｉｏｎｅ）との混合物、式（ＩＩＩ）のアルミニウ
ムホスファイトとアルミニウム塩との混合物、アルミニウムホスファイト［Ａｌ（Ｈ２Ｐ
Ｏ３）３］、第２級アルミニウムホスファイト［Ａｌ２（ＨＰＯ３）３］、塩基性アルミ
ニウムホスファイト［Ａｌ（ＯＨ）（Ｈ２ＰＯ３）２＊２ａｑ］、アルミニウムホスファ
イト４水和物［Ａｌ２（ＨＰＯ３）３＊４ａｑ］、アルミニウムホスホネート、Ａｌ７（
ＨＰＯ３）９（ＯＨ）６（１，６－ヘキサンジアミン）１．５＊１２Ｈ２Ｏ、Ａｌ２（Ｈ
ＰＯ３）３＊ｘＡｌ２Ｏ３＊ｎＨ２Ｏ（ｘ＝２．２７－１）、Ａｌ４Ｈ６Ｐ１６Ｏ１８お
よび／または０～９９．９重量％のＡｌ２（ＨＰＯ３）３＊ｎＨ２Ｏと０．１～１００重
量％のナトリウムアルミニウムホスファイトとの混合物であることを特徴とする、上記１
～９のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
１１．前記アルミニウムホスファイトが、５０～９９重量％のＡｌ２（ＨＰＯ３）３×（
Ｈ２Ｏ）ｑ（ｑは０～４を意味する）および１～５０重量％のナトリウムアルミニウムホ
スファイトの混合物であることを特徴とする、上記１～１０のいずれか１つに記載のハロ
ゲン不含難燃剤混合物。
１２．前記アルミニウムホスファイトが、５０～９９重量％のＡｌ２（ＨＰＯ３）３×（
Ｈ２Ｏ）ｑ（ｑは０～４を意味する）および１～５０重量％のＡｌ２．００Ｍｚ（ＨＰＯ

３）ｙ（ＯＨ）ｖ×（Ｈ２Ｏ）ｗ（ＩＩ）（Ｍはナトリウムであり、ｚは０．００５～０
．１５であり、ｙは２．８～３．１であり、ｖは０～０．４であり、そしてｗは０～４を
意味する）の混合物であることを特徴とする、上記１～１１のいずれか１つに記載のハロ
ゲン不含難燃剤混合物。
１３．成分Ａが０．０５～１０μｍのメジアン粒度ｄ５０を有し、成分Ｂは、０．０５～
１０μｍのメジアン粒度ｄ５０および０．０５～８重量％の残留含水率を有することを特
徴とする、上記１～１２のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
１４．それぞれ粉末形態の成分ＡおよびＢを互いに混合し、任意選択的に篩分けすること
を特徴とする、上記１～１３のいずれか１つに記載の難燃剤混合物の製造方法。
１５．上記１～１４のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物の、さらなる合成
のための中間体生成物としての、相乗剤としての、バインダーとしての、エポキシ樹脂、
ポリウレタン、不飽和ポリエステル樹脂を硬化する際の架橋剤または促進剤としての、ポ
リマー安定剤としての、植物保護剤としての、金属イオン封鎖剤としての、鉱油添加剤と
しての、防食剤としての、洗剤および清浄剤用途における、電子機器用途における、難燃
剤におけるまたは難燃剤としての、クリアコートラッカーおよび発泡性コーティング用の
難燃剤としての、木材および他のセルロース含有生成物用の難燃剤におけるまたは当該難
燃剤としての、ポリマー用の反応性および／または非反応性難燃剤におけるまたは当該難
燃剤としての、難燃性ポリマー成形材料の製造のための、難燃性ポリマー成形体の製造の
ための、および／または含浸によりポリエステルおよびセルロース非混紡布もしくは混紡
布に難燃性を付与するための、および／または別の難燃剤混合物における相乗剤としての
使用。
１６．０．１～４５重量％の上記１～１３のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混
合物、５５～９９．９重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物
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、０～５５重量％の添加剤および０～５５重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成
分の合計が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料、
ポリマー成形体、ポリマーフィルム、ポリマーフィラメントおよび／またはポリマー繊維
。
１７．１～３０重量％の上記１～１３のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物
、１０～９７重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、１～３
０重量％の添加剤および１～３０重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の合計
が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料、ポリマー
成形体、ポリマーフィルム、ポリマーフィラメントおよび／またはポリマー繊維。
１８．前記ポリマーが、ポリスチレンＨＩ（Ｈｉｇｈ－Ｉｍｐａｃｔ（耐衝撃性））、ポ
リフェニレンエーテル、ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネートの種類の熱可塑性
ポリマー、およびＡＢＳ（アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＣ／ＡＢ
Ｓ（ポリカーボネート／アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＰＥ／ＨＩ
ＰＳ（ポリフェニレンエーテル／ポリスチレンＨＩ）プラスチック型のブレンドまたはポ
リマーブレンド、および／または不飽和ポリエステルまたはエポキシ樹脂の種類の熱硬化
性ポリマーであることを特徴とする、上記１～１３のいずれか１つに記載のハロゲン不含
難燃剤混合物を含む、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料、ポリマー成
形体、ポリマーフィルム、ポリマーフィラメントおよび／またはポリマー繊維。
１９．前記ポリマーが、ポリアミド４／６（ポリ（テトラメチレン－アジパミド）、ポリ
－（テトラメチレン－アジピン酸ジアミド）、ポリアミド６（ポリカプロラクタム、ポリ
－６－アミノヘキサン酸）、ポリアミド６／６（（ポリ（Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンアジ
ピンジアミド）および／またはＨＴＮ（高温ナイロン）であることを特徴とする、上記１
６～１８のいずれか１つに記載の難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料、
ポリマー成形体、ポリマーフィルム、ポリマーフィラメントおよび／またはポリマー繊維
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１～９９重量％の成分Ａおよび１～９９重量％の成分Ｂを含有するハロゲン不含の難燃
剤混合物であって、成分Ａが８５～９９．９９５重量％の金属Ｍｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ、
ＳＮ、Ｇｅ、Ｔｉ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｓｒ、Ｍｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋおよび
／またはプロトン化窒素塩基の固体のジエチルホスフィン酸塩、および０．００５～１５
重量％の不燃性添加物を含み、成分Ｂがアルミニウムホスファイトであり、
　前記添加物が、式（ＩＶ）
【化１】

［式中、
　Ｒ１およびＲ２は、同一であるかまたは異なっており、互いに独立してエチル、ブチル
、ヘキシルおよび／またはオクチルを意味し、ＭはＭｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ、ＳＮ、Ｇｅ
、Ｔｉ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｚｎ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｓｒ、Ｍｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋおよび／またはプ
ロトン化窒素塩基を意味し、ただし、Ｒ１およびＲ２は同時にエチルではないことを条件
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とする］
のジアルキルホスフィン酸塩であり；および／または前記添加物がスルフェート、ホスフ
ェート、ホスホネート、ニトレート、クロリド、スルファイトおよび／またはアセテート
であり、上記スルフェート、ホスフェート、ホスホネート、ニトレート、クロリド、スル
ファイトおよび／またはアセテートは、アルカリ金属の、アルカリ土類金属の、第３主族
の、周期表の亜族のおよび／またはプロトン化窒素塩基のカチオンを有する化合物であり
、
　式（ＩＶ）のジアルキルホスフィン酸塩が、エチル－ブチルホスフィン酸塩、ブチル－
ブチルホスフィン酸塩、エチル－ヘキシルホスフィン酸塩、ブチル－ヘキシルホスフィン
酸塩および／またはヘキシル－ヘキシルホスフィン酸塩であり、
　前記のスルフェートが、硫酸ナトリウム、硫酸ナトリウムアルミニウム、明礬石、硫酸
アルミニウム、硫酸カルシウム、硫酸セリウム、硫酸鉄、硫酸水素カリウム、硫酸カリウ
ム、硫酸マグネシウム、硫酸マンガン、硫酸モノリチウム、硫酸チタン、硫酸亜鉛、硫酸
スズ、硫酸ジルコニウムおよび／またはそれらの水和物であり、
　前記ホスフェートが、リン酸アルミニウム、リン酸水素アルミニウム、リン酸塩化アル
ミニウム、リン酸水素カルシウム、リン酸カルシウムマグネシウム、リン酸塩化カルシウ
ム、リン酸カルシウムアルミニウム、カルシウムカーボネートホスフェート、リン酸カル
シウム、リン酸セリウム、リン酸水素セリウム、リン酸リチウム、リン酸水素リチウム、
リン酸マグネシウム、リン酸水素マグネシウム、リン酸カリウム、リン酸カリウムアルミ
ニウム、リン酸水素カリウム、リン酸水素ナトリウム、リン酸ナトリウム水和物、リン酸
ナトリウムアルミニウムおよび／またはそれらの水和物であり、
　前記ホスホネートが、モノ－（Ｃ１－１８－アルキル）－ホスホネート、モノ－（Ｃ６

－Ｃ１０－アリール）－ホスホネートおよび／またはモノ－（Ｃ１－１８－アラルキル）
－ホスホネートであり；前記ニトレートが、硝酸アルミニウム、硝酸カルシウム、硝酸セ
リウム、硝酸鉄、硝酸カリウム、硝酸リチウム、硝酸マグネシウム、硝酸マンガン、硝酸
ナトリウム、硝酸チタン、硝酸亜鉛、硝酸スズおよび／または硝酸ジルコニウムおよび／
またはそれらの水和物であり；前記アセテートが、酢酸アルミニウム、酢酸カルシウム、
酢酸セリウム、酢酸鉄、酢酸リチウム、酢酸カリウム、酢酸ナトリウム、酢酸マグネシウ
ム、酢酸マンガン、酢酸チタン、酢酸亜鉛、酢酸スズ、酢酸ジルコニウム、酢酸塩化アル
ミニウム、酢酸塩化水素アルミニウム（Ａｌｕｍｉｎｉｕｍｈｙｄｒｏｇｅｎｃｈｌｏｒ
ｉｄａｃｅｔａｔ）および／またはそれらの水和物であり；そして前記スルファイトが、
亜硫酸カリウム、亜硫酸水素カリウム、メタ重亜硫酸カリウム、亜硫酸ナトリウム、メタ
重亜硫酸ナトリウム、亜硫酸水素ナトリウム、亜硫酸アンモニウムおよび／またはそれら
の水和物であり、
　前記クロリドが、塩化アルミニウム、カルシウムアセテートクロリド、塩化カルシウム
、塩化鉄、塩化鉄マグネシウム、塩化鉄マンガン、塩化鉄亜鉛、塩化リチウム、塩化マグ
ネシウム、塩化チタン、塩化酸化チタン、塩化亜鉛、塩化亜鉛アルミニウム、塩化酸化亜
鉛、塩化スズ、塩化ジルコニル、水酸化塩化アルミニウム、水酸化塩化カルシウム、水酸
化塩化鉄、水酸化塩化リチウム、水酸化塩化マグネシウム、水酸化塩化マグネシウム、水
酸化塩化亜鉛、水酸化塩化スズ、塩化マンガン、塩化カリウム、塩化カリウムアルミニウ
ムおよび／またはそれらの水和物である、
ことを特徴とする、ハロゲン不含難燃剤混合物。
【請求項２】
　２０～８０重量％の成分Ａおよび２０～８０重量％の成分Ｂを含有する、請求項１に記
載のハロゲン不含難燃剤混合物。
【請求項３】
　成分Ａが９２～９９．９重量％のアルミニウムジエチルホスフィン酸塩および０．１～
８重量％の不燃性添加物を含有することを特徴とする、請求項１または２に記載のハロゲ
ン不含難燃剤混合物。
【請求項４】
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　上記アルミニウムホスファイトは、式（Ｉ）、（ＩＩ）および／または（ＩＩＩ）
　　　　　　　　　Ａｌ２（ＨＰＯ３）３×（Ｈ２Ｏ）ｑ　　（Ｉ）
［式中、ｑは０～４である］、
　　　Ａｌ２．００Ｍｚ（ＨＰＯ３）ｙ（ＯＨ）ｖ×（Ｈ２Ｏ）ｗ　　　（ＩＩ）
［式中、
　Ｍはアルカリ金属イオンであり、
　ｚは０．０１～１．５であり、
　ｙは２．６３～３．５であり、
　ｖは０～２であり、そして
　ｗは０～４を意味する］、
　　Ａｌ２．００（ＨＰＯ３）ｕ（Ｈ２ＰＯ３）ｔ×（Ｈ２Ｏ）ｓ　　　（ＩＩＩ）
［式中、
　ｕは２～２．９９であり、
　ｔは２～０．０１であり、そして
　ｓは０～４を意味する］
のもの、および／または式（Ｉ）のアルミニウムホスファイトと難溶性アルミニウム塩お
よび窒素不含異種イオン（Ｆｒｅｍｄｉｏｎｅ）との混合物、式（ＩＩＩ）のアルミニウ
ムホスファイトとアルミニウム塩との混合物、アルミニウムホスファイト［Ａｌ（Ｈ２Ｐ
Ｏ３）３］、第２級アルミニウムホスファイト［Ａｌ２（ＨＰＯ３）３］、塩基性アルミ
ニウムホスファイト［Ａｌ（ＯＨ）（Ｈ２ＰＯ３）２＊２ａｑ］、アルミニウムホスファ
イト４水和物［Ａｌ２（ＨＰＯ３）３＊４ａｑ］、アルミニウムホスホネート、Ａｌ７（
ＨＰＯ３）９（ＯＨ）６（１，６－ヘキサンジアミン）１．５＊１２Ｈ２Ｏ、Ａｌ２（Ｈ
ＰＯ３）３＊ｘＡｌ２Ｏ３＊ｎＨ２Ｏ（ｘ＝２．２７－１）、Ａｌ４Ｈ６Ｐ１６Ｏ１８お
よび／または０～９９．９重量％のＡｌ２（ＨＰＯ３）３＊ｎＨ２Ｏと０．１～１００重
量％のナトリウムアルミニウムホスファイトとの混合物であることを特徴とする、請求項
１～３のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
【請求項５】
　前記アルミニウムホスファイトが、５０～９９重量％のＡｌ２（ＨＰＯ３）３×（Ｈ２

Ｏ）ｑ（ｑは０～４を意味する）および１～５０重量％のナトリウムアルミニウムホスフ
ァイトの混合物であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１つに記載のハロゲン
不含難燃剤混合物。
【請求項６】
　前記アルミニウムホスファイトが、５０～９９重量％のＡｌ２（ＨＰＯ３）３×（Ｈ２

Ｏ）ｑ（ｑは０～４を意味する）および１～５０重量％のＡｌ２．００Ｍｚ（ＨＰＯ３）

ｙ（ＯＨ）ｖ×（Ｈ２Ｏ）ｗ（ＩＩ）（Ｍはナトリウムであり、ｚは０．００５～０．１
５であり、ｙは２．８～３．１であり、ｖは０～０．４であり、そしてｗは０～４を意味
する）の混合物であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１つに記載のハロゲン
不含難燃剤混合物。
【請求項７】
　成分Ａが０．０５～１０μｍのメジアン粒度ｄ５０を有し、成分Ｂは、０．０５～１０
μｍのメジアン粒度ｄ５０および０．０５～８重量％の残留含水率を有することを特徴と
する、請求項１～６のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物。
【請求項８】
　それぞれ粉末形態の成分ＡおよびＢを互いに混合し、任意選択的に篩分けすることを特
徴とする、請求項１～７のいずれか１つに記載の難燃剤混合物の製造方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物の、さらなる合成のた
めの中間体生成物としての、相乗剤としての、バインダーとしての、エポキシ樹脂、ポリ
ウレタン、不飽和ポリエステル樹脂を硬化する際の架橋剤または促進剤としての、ポリマ
ー安定剤としての、植物保護剤としての、金属イオン封鎖剤としての、鉱油添加剤として
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の、防食剤としての、洗剤および清浄剤用途における、電子機器用途における、難燃剤に
おけるまたは難燃剤としての、クリアコートラッカーおよび発泡性コーティング用の難燃
剤としての、木材および他のセルロース含有生成物用の難燃剤におけるまたは当該難燃剤
としての、ポリマー用の反応性および／または非反応性難燃剤におけるまたは当該難燃剤
としての、難燃性ポリマー成形材料の製造のための、難燃性ポリマー成形体の製造のため
の、および／または含浸によりポリエステルおよびセルロース非混紡布もしくは混紡布に
難燃性を付与するための、および／または別の難燃剤混合物における相乗剤としての使用
。
【請求項１０】
　０．１～４５重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物
、５５～９９．９重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、０
～５５重量％の添加剤および０～５５重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の
合計が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料。
【請求項１１】
　０．１～４５重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物
、５５～９９．９重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、０
～５５重量％の添加剤および０～５５重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の
合計が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形体。
【請求項１２】
　０．１～４５重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物
、５５～９９．９重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、０
～５５重量％の添加剤および０～５５重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の
合計が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーフィルム。
【請求項１３】
　０．１～４５重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物
、５５～９９．９重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、０
～５５重量％の添加剤および０～５５重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の
合計が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーフィラメント。
【請求項１４】
　０．１～４５重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物
、５５～９９．９重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、０
～５５重量％の添加剤および０～５５重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の
合計が１００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー繊維。
【請求項１５】
　１～３０重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物、１
０～９７重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、１～３０重
量％の添加剤および１～３０重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の合計が１
００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料。
【請求項１６】
　１～３０重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物、１
０～９７重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、１～３０重
量％の添加剤および１～３０重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の合計が１
００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形体。
【請求項１７】
　１～３０重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物、１
０～９７重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、１～３０重
量％の添加剤および１～３０重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の合計が１
００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーフィルム。
【請求項１８】
　１～３０重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物、１
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０～９７重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、１～３０重
量％の添加剤および１～３０重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の合計が１
００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーフィラメント。
【請求項１９】
　１～３０重量％の請求項１～７のいずれか１つに記載のハロゲン不含難燃剤混合物、１
０～９７重量％の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーまたはそれらの混合物、１～３０重
量％の添加剤および１～３０重量％のフィラーまたは強化材を含み、上記成分の合計が１
００重量％である、難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー繊維。
【請求項２０】
　前記ポリマーが、ポリスチレンＨＩ（Ｈｉｇｈ－Ｉｍｐａｃｔ（耐衝撃性））、ポリフ
ェニレンエーテル、ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネートの種類の熱可塑性ポリ
マー、およびＡＢＳ（アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＣ／ＡＢＳ（
ポリカーボネート／アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＰＥ／ＨＩＰＳ
（ポリフェニレンエーテル／ポリスチレンＨＩ）プラスチック型のブレンドまたはポリマ
ーブレンド、および／または不飽和ポリエステルまたはエポキシ樹脂の種類の熱硬化性ポ
リマーであることを特徴とする、請求項１０または１５に記載の難燃性の熱可塑性もしく
は熱硬化性ポリマー成形材料。
【請求項２１】
　前記ポリマーが、ポリスチレンＨＩ（Ｈｉｇｈ－Ｉｍｐａｃｔ（耐衝撃性））、ポリフ
ェニレンエーテル、ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネートの種類の熱可塑性ポリ
マー、およびＡＢＳ（アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＣ／ＡＢＳ（
ポリカーボネート／アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＰＥ／ＨＩＰＳ
（ポリフェニレンエーテル／ポリスチレンＨＩ）プラスチック型のブレンドまたはポリマ
ーブレンド、および／または不飽和ポリエステルまたはエポキシ樹脂の種類の熱硬化性ポ
リマーであることを特徴とする、請求項１１または１６に記載の難燃性の熱可塑性もしく
は熱硬化性ポリマー成形体。
【請求項２２】
　前記ポリマーが、ポリスチレンＨＩ（Ｈｉｇｈ－Ｉｍｐａｃｔ（耐衝撃性））、ポリフ
ェニレンエーテル、ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネートの種類の熱可塑性ポリ
マー、およびＡＢＳ（アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＣ／ＡＢＳ（
ポリカーボネート／アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＰＥ／ＨＩＰＳ
（ポリフェニレンエーテル／ポリスチレンＨＩ）プラスチック型のブレンドまたはポリマ
ーブレンド、および／または不飽和ポリエステルまたはエポキシ樹脂の種類の熱硬化性ポ
リマーであることを特徴とする、請求項１２または１７に記載の難燃性の熱可塑性もしく
は熱硬化性ポリマーフィルム。
【請求項２３】
　前記ポリマーが、ポリスチレンＨＩ（Ｈｉｇｈ－Ｉｍｐａｃｔ（耐衝撃性））、ポリフ
ェニレンエーテル、ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネートの種類の熱可塑性ポリ
マー、およびＡＢＳ（アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＣ／ＡＢＳ（
ポリカーボネート／アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＰＥ／ＨＩＰＳ
（ポリフェニレンエーテル／ポリスチレンＨＩ）プラスチック型のブレンドまたはポリマ
ーブレンド、および／または不飽和ポリエステルまたはエポキシ樹脂の種類の熱硬化性ポ
リマーであることを特徴とする、請求項１３または１８に記載の難燃性の熱可塑性もしく
は熱硬化性ポリマーフィラメント。
【請求項２４】
　前記ポリマーが、ポリスチレンＨＩ（Ｈｉｇｈ－Ｉｍｐａｃｔ（耐衝撃性））、ポリフ
ェニレンエーテル、ポリアミド、ポリエステル、ポリカーボネートの種類の熱可塑性ポリ
マー、およびＡＢＳ（アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＣ／ＡＢＳ（
ポリカーボネート／アクリルニトリル－ブタジエン－スチレン）またはＰＰＥ／ＨＩＰＳ
（ポリフェニレンエーテル／ポリスチレンＨＩ）プラスチック型のブレンドまたはポリマ
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ーブレンド、および／または不飽和ポリエステルまたはエポキシ樹脂の種類の熱硬化性ポ
リマーであることを特徴とする、請求項１４または１９に記載の難燃性の熱可塑性もしく
は熱硬化性ポリマー繊維。
【請求項２５】
　前記ポリマーが、ポリアミド４／６（ポリ（テトラメチレン－アジパミド）、ポリ－（
テトラメチレン－アジピン酸ジアミド）、ポリアミド６（ポリカプロラクタム、ポリ－６
－アミノヘキサン酸）、ポリアミド６／６（（ポリ（Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンアジピン
ジアミド）および／またはＨＴＮ（高温ナイロン）であることを特徴とする、請求項１０
、１５または２０に記載の難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形材料。
【請求項２６】
　前記ポリマーが、ポリアミド４／６（ポリ（テトラメチレン－アジパミド）、ポリ－（
テトラメチレン－アジピン酸ジアミド）、ポリアミド６（ポリカプロラクタム、ポリ－６
－アミノヘキサン酸）、ポリアミド６／６（（ポリ（Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンアジピン
ジアミド）および／またはＨＴＮ（高温ナイロン）であることを特徴とする、請求項１１
、１６または２１に記載の難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー成形体。
【請求項２７】
　前記ポリマーが、ポリアミド４／６（ポリ（テトラメチレン－アジパミド）、ポリ－（
テトラメチレン－アジピン酸ジアミド）、ポリアミド６（ポリカプロラクタム、ポリ－６
－アミノヘキサン酸）、ポリアミド６／６（（ポリ（Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンアジピン
ジアミド）および／またはＨＴＮ（高温ナイロン）であることを特徴とする、請求項１２
、１７または２２に記載の難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーフィルム。
【請求項２８】
　前記ポリマーが、ポリアミド４／６（ポリ（テトラメチレン－アジパミド）、ポリ－（
テトラメチレン－アジピン酸ジアミド）、ポリアミド６（ポリカプロラクタム、ポリ－６
－アミノヘキサン酸）、ポリアミド６／６（（ポリ（Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンアジピン
ジアミド）および／またはＨＴＮ（高温ナイロン）であることを特徴とする、請求項１３
、１８または２３に記載の難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマーフィラメント。
【請求項２９】
　前記ポリマーが、ポリアミド４／６（ポリ（テトラメチレン－アジパミド）、ポリ－（
テトラメチレン－アジピン酸ジアミド）、ポリアミド６（ポリカプロラクタム、ポリ－６
－アミノヘキサン酸）、ポリアミド６／６（（ポリ（Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンアジピン
ジアミド）および／またはＨＴＮ（高温ナイロン）であることを特徴とする、請求項１４
、１９または２４に記載の難燃性の熱可塑性もしくは熱硬化性ポリマー繊維。
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